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ン
グ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ど
じ
ょ
ス
ク
！
）」に

関
連
し
た
報
告
や
会
場
発
言
も
あ
り
ま

し
た
。「
コ
ヨ
ッ
ト
！
」参
加
者
の
平ひ

ら

井い

華は
な

子こ

さ
ん
か
ら
は
、「
子
ど
も
同
士
、親
同
士

の
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
の
で
あ
り
が
た
い
」と
いっ
た
内

容
の
報
告
や
、福
島
の
生
産
者
か
ら
は「
ど

じ
ょ
ス
ク
！
」に
関
し
て
、「
全
国
の
生
協
が
、

私
た
ち
の
農
地
を
測
り
に
来
て
く
れ
、そ

の
結
果
を
全
国
に
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る
の

は
う
れ
し
い
」と
いっ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、交
流
会
の
会
場
に
は
、全
国
の
生

協
か
ら
の
募
金
で
浜
通
り
医
療
生
協
が

購
入
し
た
、Ｆ
Ｔ
Ｆ※

搭
載
ト
ラ
ッ
ク
の
検
査

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、多

く
の
参
加
者
が
見
学
、体
験
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
２
０
１
３
年
９
月
20
日
～
21
日
、福
島

県
生
協
連
が
主
催
し
、日
本
生
協
連
や
福

島
県
内
の
消
費
者
団
体
な
ど
が
協
力
開

催
し
た「
福
島
支
援
交
流
会
」が
、ホ
テ
ル

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、福
島
県
の
委
託
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、生
産
者
と
消
費
者
の

交
流
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
、全
国
の
生
協

か
ら
の
参
加
者
や
福
島
県
内
の
生
産
者
ら

計
１
７
０
人
が
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
交
流
会
で
は
、福
島
大
学
の

清し

水み
ず

修し
ゅ
う

二じ

教
授
に
よ
る「
福
島
原
発
災
害

の
現
状
と『
支
援
』の
課
題
」の
講
演
や
、

原
発
事
故
の
被
害
で
全
村
避
難
を
し
て
い

る
飯い

い
た
て舘
村
の
婦
人
会
長
の
佐さ

藤と
う

美み

き

こ

喜
子
さ

ん
の
報
告
な
ど
が
行
な
わ
れ
、二
日
目
は
、

米
の
全
袋
検
査
場
の
見
学
や
、Ｊ
Ａ
新
ふ

く
し
ま
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、土
壌
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

見
学
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
交
流
会
で
は
、福
島
県
生
協

連
を
中
心
に
全
国
の
生
協
が
支
援
を
行

な
っ
て
い
る「
福
島
の
子
ど
も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
コ
ヨ
ッ
ト
！
）」や「
土
壌
ス
ク
リ
ー
ニ

「どじょスク！」の測定の様子を説明するスタッフ。参加者は、熱心に
メモをとり、質問をしていた。

「
福
島
支
援
交
流
会
」に

全
国
か
ら
１
７
０
人
が

参
加
し
ま
し
た

福
島
県
生
協
連
・
全
国
生
協

ニュース

行なわれました。測定者からは、「安心しました。また１年後に
測定します」との声が聞かれ、安心の広がりに役割を果たして
います。同時に、測定後に交流や話し合いを行ない、放射能
に関する不安の解消と、“あいコープ生協生活”の充実の大切さ
を確認する場にしています。
　また、ホールボディカウンター設置と同時に発行した『この
子の未来のために』（あいコープ健康手帳）は、ホールボディ
カウンター測定データの記録保存だけでなく、両親が子どもの
健康と安全のために必死に努力した生活の記録でもあります。
放射能対策はもとより、無農薬の作物・食品添加物を使わない
加工品の摂取、合成洗剤を使わない石鹸生活を記録できる欄
も設けています。この健康手帳が、将来、子どもたちが健康
的に育てられた証になり、福島に生まれ暮らしたことが人生の
ハンデにならないよう願いを込めました。
　福島の現状は、「復興ではなく救済」という厳しい状況です。
今後、私たちは「たかが3,000人の生協、されど、あいコー
プ生協」の心意気で取り組むのと同時に、皆さまの協同の心と
組織に支えていただくことを、あらためてお願いいたします。

全国の皆さまへ

　全国の皆さんからのご支援に感謝の気
持ちでいっぱいです。
　私たちは、「地産地消と安心、安全」
にこだわる活動を基本にしてきました。
しかし、東京電力福島第一原発事故によ
る放射能汚染で、この福島で生活ができ
るのか、地元の農作物は食べられるのか
といった不安の気持ちが限りなく広がりました。組合員数は、
県外避難により４分の１が減少しました。
　私たちは、こうした組合員の不安に寄り添い、涙を流し、語
り合い、交流を行なってきました。そうした中で、この福島で
少しでも安心して暮らせる条件を積み上げてきました。
　その条件のひとつに、地元の農作物の放射線量測定と内部
被ばく量を測る「測って安心、測って対処」の活動があります。
内部被ばく測定は、あいコープふくしま独自に設置した簡易式
ホールボディカウンターで、この５月より本格的な測定が開始
され、３００人を超える組合員、その家族、友人などの測定が

あいコープふくしま・副理事長　橋
はしもと

本拓
たく

子
こ

被災地からのメッセージ

メッセージ全文は、日本生協連「復興支援ポータルサイト」内、「つながろ
うCO・OPアクション情報」バナーをクリックし、ご覧いただけます。「日本生
協連　復興支援ポータルサイト」でインターネット検索を。

※
　
放
射
性
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
を
検

出
す
る
、
放
射
線
測
定
機
器
。

35 号

24

ン
テ
ィ
ア
が
サ
ロ
ン
終
了
後
に
校
内
を
回
っ

て
訪
問
し
、お
声
掛
け
な
ど
の
見
守
り
活

動
も
行
な
って
い
ま
す
。

　
コ
ー
プ
み
ら
い・
埼
玉
県
本
部
の
福ふ

く
お
か岡

和か
ず
と
し敏

部
長
は
、「
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
育

て
支
援
は
生
協
が
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。

コ
ー
プ
商
品
も
お
い
し
い
と
喜
ば
れ
て
お
り
、

生
協
の『
総
合
力
』が
支
援
活
動
に
生
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。炊
き
出
し
や
サ
ロ

ン
は
、目
的
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
手
段
で

す
。皆
さ
ん
の
様
子
を
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
で

し
っ
か
り
把
握
し
、今
で
き
る
支
援
は
何
か

を
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。今
後

皆
さ
ん
が
避
難
所
を
出
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、サ
ポ
ー
ト
の
仕

方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で

も
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
続
け
て
い
き
ま

す
」と
決
意
を
語
って
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｒ
Ａ
の
店
長
が
代
表
を
務
め
る
、宮
古
復

興
プ
ロ
ジ
ェク
ト「
か
け
あ
し
の
会
」の
商
品

を
挙
げ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
を
中
心
と
し
た
農
産
品
を
扱
う

「
絆
フ
ェ
ア
」の
実
施
が
３
年
目
を
迎
え
る

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
担
当
者
は
、「
回
を
重
ね
る

ご
と
に
被
災
地
域
の
商
品
の
認
知
度
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。放
射
能

検
査
や
事
務
作
業
の
負
担
は
あ
り
ま
す
が
、

継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。過
去
２
年
間
は
多
品
目
の
商
品
提
案

で
し
た
が
、今
年
は
産
地･

商
品･

生
産
者

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
取
り
組
み
も
予
定
し

て
い
ま
す
。継
続
と
新
し
い
取
り
組
み
で
、

被
災
地
の
産
品
利
用
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ

ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
日
本
生
協
連・会
員
支
援
本
部
産
直
グ

ル
ー
プ（
現・商
品
政
策
室
産
直
グ
ル
ー
プ
）

は
２
０
１
３
年
４
月
よ
り
、岩
手
県・宮
城

県・福
島
県
を
中
心
と
す
る
被
災
し
た
地

域
の
産
品
を「
買
っ
て
支
え
る
」取
り
組
み

に
つ
い
て
調
査
を
行
な
い
、41
生
協
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。調
査
結
果
に
よ
る
と
、

２
０
１
２
年
度
、「
買
っ
て
支
え
る
」取
り
組

み
と
し
て
報
告
が
あ
っ
た
商
品
の
金
額
は

44
億
円
に
上
り
ま
す
。

　
商
品
の
分
類
で
見
る
と
、水
産
が
全
体

の
44
％
と
最
も
多
く
、知
名
度
の
高
い「
三

陸
産
」の
ワ
カ
メ
な
ど
と
いっ
た
海
産
物
が
、

東
日
本
の
生
協
を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
次
い
で
37
％
を
占
め
る
農
産
で
は
、福
島

県
産
の
桃
や
キ
ュウ
リ
、ト
マ
ト
な
ど
、風
評

被
害
に
苦
し
む
生
産
者
を
支
援
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

加
工
品
は
、仙
台
味
噌
・か
も
め
の
玉
子
・

牛
タ
ン
カ
レ
ー
な
ど
の
各
地
域
の
名
産
物

の
他
、コ
ー
プ
お
き
な
わ
や
生
協
コ
ー
プ
か
ご

し
ま
な
ど
が
、い
わ
て
生
協
マ
リ
ン
コ
ー
プ
Ｄ

　
埼
玉
県
加か

ぞ須
市
の
旧
騎き

西さ
い

高
校
に
あ
る
、

東
日
本
大
震
災
の
最
後
の
避
難
所
に
は
、

２
０
１
３
年
９
月
９
日
現
在
も
約
１
０
０
人

の
福
島
県
双ふ

た

葉ば

町ま
ち

の
方
が
暮
ら
し
て
い
ま

す※

。避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
11
年
４
月
以

来
、コ
ー
プ
み
ら
い（
当
時
・
さ
い
た
ま
コ
ー

プ
）、パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
さ

い
た
ま
、加
須
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
同
し
て
、毎
週

木
曜
日
に
炊
き
出
し
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
13
年
７
月
か
ら
は
、お
茶
や
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る

「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」の
開
催
に
変
わ
り
ま

し
た
。サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
、ボ
ラ

医療生協さいたまによる、握力計測など健康（体力）チェックも行な
われていた。測定方法について説明するスタッフ。

２
０
１
２
年
度

「
買
っ
て
支
え
る
」

取
り
組
み

調
査
結
果
が
出
ま
し
た

全
国
生
協

埼
玉
県
の
避
難
所
で

サ
ロ
ン
を
毎
週
開
催

コ
ー
プ
み
ら
い
他

ニュース

ニュース

13年8月29日に行なわれたサロンの様子。この日は、カキ氷が
振る舞われた。

被災地域の産品取り扱い商品分類グラフ（福島の農産物含む）

※ 小数点以下切り捨て

■水産
■農産
■未分類
■加工品
■米
■畜産
■酒類

44％

37％

10％

5％

3％ 1％
0％

※
　
10
月
1
日
現
在
、避
難
所
閉
鎖
に
向
け
た
方
針
が

双
葉
町
よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。


